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概要 
 
 放射線などの高エネルギー電磁波は、人体を通り抜けることができるため、体内あるいは組織内で
起こっている変化を情報として取り出すことが可能である。研究では主にラットの脳組織を用いて、
放射線核種により標識したり近赤外光を照射したりして、脳組織内で起こる変化を画像化して、様々
な情報伝達機構を解析することを行っている。 
 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 福井大学高エネルギー医学研究センター 
関連する特許 1件 な し 
関連する論文 1編 Asai et al.  Intrinsic optical signals in the dorsal horn of 
rat spinal cord slices elicited by brief repetitive 
stimulation. Eur. J. Neurosci. 15, 1737-1746 (2002) 
 
近赤外光による神経組
織からの神経活動の画
像化 神経の代謝などの化学
変化と電気活動との関
係を明らかにする 
神経組織をもちいた
同時画像化 
ポジトロン断層撮影
（PET）などによる脳
機能研究と画像診断 
PETなどによる脳機能研究と 
画像診断へのフィードバック 
実際の神経活動との
関係が明らかでない 
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